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性教育の担い手，その方法と特別なテーマをめぐって





















　1960 年代のドイツ民主共和国（以下 DDR）では， 3 つの大きな性教育に関する研究会議（1962
年，1964 年，1965 年）と性教育国際シンポジウム（1968 年）が開催され，性教育をめぐって実


























　60 年代の DDR における性教育の担い手としての家族をめぐる議論を見ていく際に，何より
3性教育の担い手，その方法と特別なテーマをめぐって



















（第 2 条）ことをも意味している．男女・夫婦同権は，さらに第 10 条で以下のように具体的に述
べられている．
1．夫婦双方は
4 4 4 4 4
，子どもの教育と世話および家事の際に分担する




4 4 4 4 4 4
・社会的活動を母性と両立すること















子どもの教育目標が，同年 2 月に制定された「統一的社会主義教育制度に関する法律」（1965 年
学校法）にならって，次のように規定されている（1965 年学校法については，池谷 2011b 参照）．
　
　子どもの教育の目標は，彼らを，社会的発展を意識的に共同形成する
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，精神的および道徳
4 4 4 4 4 4 4 4
的に優れ
4 4 4 4
，身体的に健康な人格




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，労働する人間に対する尊


















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
といった性質と振る舞い
の形成と不可分である．子どもの教育はまた，結婚と家族に対する後々の責任意識を持った
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
態度へと子どもを準備させること





　2）DDR 憲法第 38 条（1968 年）における家族の位置づけ




























（Borrmann 1962a: 26）からというものである．そして第 3 の理由は，「家族が性教育の場所で











































































































































　Rostock における第 2 回性教育研究会議（1964 年）でも問題とされたように，学校と家庭・
親との協力は，性教育を進める上で必須の課題であった（Grassel 1966a）．
　まず親と学校の協力についての意識と実態を見ると（Borrmann 1962b），親と教員 822 人中，
790 人（96.1％）と大多数が，性的教授での学校と家庭の緊密な協力を肯定してはいる．しかし，
実際に「あなたはすでに自分の生徒の親と性的教授に関して協力しましたか？」の問いに対し
て，回答した教員 368 人中 162 人（44.6％）が「はい」と答えているだけで，196 人（53.3％）
が「いいえ」，10 人の教員が無回答という状況であった（116）．　
　一方，親の方はというと，「あなたはすでに性的教授の際に自分の子どもの学校と協力しまし






































































2．第 4 ～ 6 学年すべてにおいて，親に「あなたの子どもにどう言う？（Sagst Du's 
Deinem Kinde?）」の映画を上映する．それに続いて，親と学年をもとにしてセミナーを行
う．
3．7 つの学年（第 4 ～第 10 学年　　引用者）すべてで，性教育に関する親セミナーを開催
する．その際とくに人格発達にとってのこの発達段階の意義を取り扱う．第 2 部では，現
在の教材を説明し，教科の教員が親に生物学的知識を伝達する．































育 に 関 す る「 説 明 書（Merkblatt）」 で あ る（Grassel 1966d; 1966e; 1966f, Brückner 1966; 
1968）．
　1）Brückner の取り組み
　医師の Brückner がこの説明書を開発したのには，2 つの理由があった．1 つは，「言葉の最広
義の意味における性的諸問題に対する態度は，とりわけすでに妊娠，出産および子づくり
（Zeugung）に関する子どもの質問に対する最初の答え方でつくられる」（1966: 771）という見
地からである．もう 1 つの理由は，それなのに生徒の 20％しか子どもの出自に関する最初の質
問（「子どもはどこから来るの？」）に関して，親から正しい解答を得ておらず，親のほうもこの
質問に対して当惑しているという事実があったからである（1968: 165）．こうした理由から，
Brückner は親に対する具体的な援助が必要だと考え，4 ～ 9 歳向けの説明書を構想し，試行し






　Brückner は，すでに 1959 年に最下級年齢グループ（4 ～ 9 歳）用の説明書を構想し，人民教
育当局に働きかけたが，当局は具体的な最初の一歩を進めようとはしなかった．そこで彼はこの




郡教育指導センターを介して，この説明書を印刷して，Grimma，Wurzen および Leipzig の都
市部のほんの一部で 1963/64 学年度に出すことができた．その後，他の郡でもこのような活動
が始められ，1964/65 学年度には県レベルでの最初の大規模な試行が行われた（1966: 772; 1968: 
168）．以下が，Brückner の 4 ～ 9 歳の子をもつ親向け性教育説明書である（1968: 269-272）．
カール・マルクス大学 Leipzig 小児病院・医学博士 H. Brückner による



















































































なりますし，その知識にもとづいて後に成熟直前の時期に（それゆえ 9 ～ 12 歳に）子づくりに
関する知識も伝えられます．それには，生殖器の構造と機能に関する知識が必要ですが，この知
識は略図をもとに伝えることができます．





















　Grassel は Brückner のアイデアを採用して，固有の説明書を（しかも年齢段階ごとに）つ
くっている（それが Grassel 1966d; 1966e; 1966f である）．Grassel は学校での試行で親への取
り組みを以下のような手順で行っている（1966c: 764）．①学年始めに，学年の親の会で説明書




















































　10 歳までは，子どもに関心がある質問は 3 つです．この 3 つの質問を私たちは知っておいて
その答えを用意しておきましょう．私は，あなたにその回答例を与えようと思います．
　第 1 の質問「子どもはどこからくるの？」









































































Bretschneider: Sexuell aufklären - rechtzeitig und richtig: Urania Verlag.
20
現代と文化　第 126 号
Grassel: Wie sagen wir es unserem Kinde? Verlag Volk und Gesundheit, Berlin 1956.
Grassel/Heilbock: Erziehung zur künftigen Liebe; in dem Büchlein: „Eltern und Kinder“. 
Verlag Volk und Wissen, Berlin.
Klimova/Fùgenervova: „Wie wir die Fragen der Jüngsten beantworten“, Berlin 1960.
Prof. R. Neubert: „Wohe Woher kommen die Kinder?“, Greifenverlag Rudolstadt 1964.
4．性教育における医師の役割をめぐって
　50 年代までは医師が性教育の中心的な担い手であったが（池谷 2011a: 41-42），1959 年に新し
い教授プランが出されて以降は，学校教員（とりわけ生物の教員）が性教育の主要な担い手と
なってきた．このような担い手の変化の中であらためて，医師は学校と親とに対してどのような



















































は原則的に教員によって実行されねばならない．けっして思春期医は 補助教員  として機能し
てはならないし，教員から性教育の任務を奪ってはならない」（ebenda.）と．
　Paul（1969）は，女性の健康保護という視点から，結婚と家族へと若い世代を教育する際の
医師（とりわけ思春期医と結婚 ･ 家族相談所の医師）の任務を 3 つ挙げている．





















　1959 年 12 月 2 日の「ドイツ民主共和国における学校制度の社会主義的発展に関する法律」を
経て，10 年制普通教育総合技術上級学校で総合技術教育が男女必修とされ，1960 年代には，男
女共学が定着していく．性教育においても男女共学というあり方は，概ね支持されていると言え

































































第 4 学年以降にあるフォークダンスグループ（第 7 ～ 8 学年の生徒）を，「危機的な数年」をこ
えて維持し男女間の分裂が出てこないようにすることができるという．










　Grassel（1967） も ま た， 性 教 育 の 基 本 形 態 と し て，「 男 女 の 共 同 教 授（gemeinsame 























































うち，17 人が「いいえ」，2 人が「はい」，「最初の時間だけ」2 人となっている．女子では 23 人





よると，第 9 ～ 12 年生と教員は男女別習については以下のような意見をもっている（201）．
表 3　男女別習についての意識（％）

















n= 136 150 144
Grassel 1967: 201.

















　40 年代から 50 年代までは，性教育の目標は，健全で幸福な結婚・家族であり，そのために結
婚までの自制が強く求められるとともに，もう一方の解決策として早婚が強く求められていた



































　実際，Borrmann（1966a）や Brückner（1968）の調査によれば，18 歳までに青少年の約 4
割が性交を体験しているし，こうした事態に対して，同じく Borrmann（1966a）の親や教員な
ど大人に行った調査では，回答者の 73.3％は婚前性交を認めている．また Grassel（1967）の調














　この Bretschneider の早期性交反対論をめぐっては，第 3 回性教育会議（1965 年）で活発な




















































































































































（第 175 条）がようやく削除されたこと，②しかし同時に新たに第 151 条が設けられ，大人の男












る Bach はどうか．たしかに Bach はこの時期には，ホモセクシュアリティに対して積極的には
否定的な態度や言明をしているわけではない．だがそれでも，彼の開発した性教育プログラム案

































































～ 7 学年生徒向けピオニール組織の名称 (Wolf 2000: 224)．
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